
士別市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

・デマンド化による一定のコスト削減を図るなかで、持続可能な運行体
制を確立する。
・地域内を広範囲にカバーし、フットワークのよい運行体制を確立する。
・スムーズな予約受付け体制やホスピタリティの向上など、利用促進の
ための環境づくりを進める。
・通学での固定化した利用者のみならず、通院や買い物等での高齢者
の利用促進を図る。
・武徳小学校の閉校に伴う通学利用の増加に対応するとともに、安全で
快適な運行をめざす。
[目標値] 運行サービス向上による利用促進 19.0人/日

高齢者の利用促進 41人/月

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

平成30年３月９日 H29年度 第３回協議会
・路線バスの運行
・生活交通改善事業計画の変更 ほか
平成30年６月26日 H30年度 第１回協議会
・地域内フィーダー系統確保維持計画
・士別市地域公共交通網形成計画策定 ほか
平成30年10月26日 H30年度 第２回協議会
・士別市地域公共交通網形成計画（案）
・敬老バス乗車証交付事業 ほか
平成30年12月21日 Ｈ30年度 第３回協議会
・士別市地域公共交通網形成計画（案）
・路線バスの運行 ほか

平成30年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

・農村地域を運行する路線では、急速な少子高齢化や過疎化の進展に
より利用者が大幅に減少するなかで、効率的で利便性が高く、持続可
能な公共交通となるよう運行体制の見直しが求められている。

・特に武徳地域は、利便性向上と効率化の両立を図るなかで、予約状
況に応じた臨機応変で広範囲をカバーした運行をすることにより、新た
な利用者の拡大を図る必要がある。

武徳線（士別駅-武徳12号間）をデマンド運行 （運行日数：219日、運行回数：275回）

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（士別駅、下士別駅、多寄駅、瑞穂
駅）
・道北バス（株）（市内１路線）
・士別軌道(株)（市内12路線）
・スクールバス（４路線）



平成30年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・士別小学校周辺の運行経路を見直し、１ヵ所にバス停を集約することで交通安全に配慮
・利用者やその保護者等への聞き取りを実施し、最終便を廃止した。
・市民が集まるイベントにおいて、公共交通への興味や関心を持ってもらえるよう、ブースを出展し、本路線を含む
公共交通全般の利用促進に向けた取り組みを実施した。

【系統名・運行ルート図】

２

２）運行系統

起点 士別駅

終点
武徳１２号

士別小学校士別小学校

のぼり くだり

運賃表



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
H29 93 113 82 73 125 103 120 121 120 120 55 104
H30 110 118 94 50 129 91 107 106 102 108 59 104
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
H29 315 429 384 279 456 365 331 427 444 331 234 462
H30 421 430 358 228 391 329 380 458 432 355 218 366
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６）目標・効果達成状況

・乗車人数は、目標19.0人／日に対し、19.9人／日であった。

・高齢者の利用は、目標41人／月に対し、39人／月であった。

⇒利用数は全体で微減であったが、運行日数の減少に伴い、
乗車人数としては目標値を達成する結果となった。

⇒高齢者の利用については、特定の利用者の利用がなくなっ
たことにより目標値を達成できなかったと考えらえれる。

４

７）事業の今後の改善点

概ね計画通りの事業実施がなされた。
全体での利用減少の要因としては、利用者の転居や死亡
等が考えられる。

今後は、地域からの意見聴取を継続しつつ、地域公共交
通網形成計画を策定し、その計画に沿った全市的な利用促
進の取り組みを通じ、新たな利用者の掘り起こし等をめざし
て取り組みを進めていきたい。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・公共交通の利用促進に向けた取り組みを実施し、利用者
拡大に努めていることを評価する。
・今後策定される地域公共交通網形成計画に沿った取り組
みを実施し、更なる利用促進を期待する。

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


